
倫理規程 
 

 

第１章 総則 

 

第１条（目的） 

  この規範は、倫理的慣行に関連するすべての事項を定義することによって従業員の倫理 

  的意識を高め、それによって会社の成長と発展を促進することを目的とする。 

 

第２条（範囲） 

  この規範は、当社のすべての活動および従業員の関連するすべての活動に適用される。

２．この規範に関連する当社の各種規則は本規範に準拠する必要があり、法令、定款、コン 

  プライアンス管理基準に別段の定めがない限り、本規範が優先されるものとする。 

 

 

第２章 株主および投資家に対する態度 

 

第３条（少数株主に対する取扱い） 

  当社は、少数株主を含むすべての株主を公正かつ平等に扱い、少数株主の利益 

  または権利が不当に侵害されないように、すべての株主の利益を考慮して経営判断を行 

  うものとする。 

 

第４条（情報提供） 

  当社は、投資家等の情報利用者が合理的な投資判断を下せるよう、法令に基づき、財務状況 

  や業績等の経営情報を適時に提供するものとする。 

 

 

第３章 顧客に対する態度 

 

第５条（お客様の尊重） 

  当社は、お客様の視点に積極的に触れ、信頼できるコンテンツやサービスを提供する 

  ことでお客様満足の実現に努め、過度の宣伝は行わない。 

 

第６条（顧客保護） 

  当社は、お客様の正当な利益およびお客様に関する情報を保護し、お客様に対して不当な 

  行動を取らないものとする。 

 

 

第４章 お取引先様に対する態度 

 

第７条（公正な競争） 

  当社は、公正で自由な市場経済を尊重し、他の事業と公正に競争するものとする。 

 

 



第８条（フェアトレード） 

  当社は、取引先との公正な取引を通じて相互の信頼とパートナーシップを確立すること 

  により、共同開発を追求する。 

２．当社は、取引先に不公正な行為をしたり、影響を与えたりしてはならない。 

 

 

第５章 社会的責任 

 

第９条（法令の遵守） 

  当社は、事業を行う国内外の様々な法令を遵守し、地域の伝統や文化を尊重する。 

 

第10条（社会開発への貢献） 

  当社は、雇用創出、誠実な税金の支払い、社会貢献活動を通じて、国民経済と社会の発展に 

  貢献する。 

 

第11条（環境保護） 

  当社は、エネルギーと材料の節約、自然とクリーンな環境の保護に努める。 

 

 

第６章 従業員の責任 

 

第12条（公正な取扱い） 

  当社は、従業員を不当に差別したり、能力や資質に応じた公正な機会を提供したりする。 

２．当社は、従業員の能力や業績の評価基準を作成し、公正に評価・補償する。 

 

第13条（労働環境） 

  当社は、従業員の健康で安全な職場環境づくりに努める。 

２．当社は、従業員の個性、基本的権利、プライバシーを個人として尊重し、従業員が自由に 

  当社に提案できる環境を整える。 

 

 

第７章 従業員の基本的な倫理 

 

第14条（パフォーマンス） 

  従業員は、会社が追及する目標と価値観を理解し、合法的に可能な限り職務を遂行し、業務 

  に関連するすべての法律と会社の規程を遵守するものとする。 

 

第15条（会社財産の保護） 

  従業員は、当社の有形および無形資産、知的財産権、企業秘密を保護するものとし、か 

  つての仕事や個人的な事業などの個人的な目的でそれらを使用してはならない。 

 

第16条（利害の衝突の禁止） 

  従業員は、会社との対立または利益の対立を回避するように努め、会社と部門または 

  個人との間に利益の対立がある場合は、会社の利益が優先され、それに基づいて行動する 



  ものとする。 

 

第17条（内部情報の使用の禁止） 

  従業員は、業務中に取得した当社またはその関連会社の内部情報を利用して、直接的 

  または間接的に株式等を取引したり、当社またはその関連会社の利益や株価に影響を与 

  える可能性のある情報を恣意的に第三者に提供したりしてはならない。 

 

第18条（政治的関与の制限） 

  従業員の政治的権利と見解は尊重されるが、それぞれの政治的見解または政治的関与が 

  会社のものと誤解されてはならない。 

２．従業員は、勤務時間中に政治活動を行ったり、会社の組織、人的資源、財産を政治目的 

  で使用してはならない。 

 

第19条（セクハラの禁止） 

  従業員は、職場でセクハラ等のハラスメントを行ったり、他の健全な企業文化や仲間と 

  の関係を損なう可能性のある言葉を使用してはならない。 

 

第20条（現金の受け取りの禁止） 

  従業員は、顧客などの利害関係者との間で、金銭的利益、有価証券、不動産、またはそ 

  の他の有形または無形の経済的利益を提供または受領してはならない。 

２．従業員は、関連する法律や社会的イデオロギーで認められている範囲外の贈答品や接待 

  などを、顧客などの利害関係者に提供したり、受け取ったりしてはならない。 

 

第21条（違反の処理） 

  従業員は、この規範の違反を内部通報窓口に通報するものとし、そのような報告を受け取

ったり処理したりする人は、報告者の機密を保持する必要がある。 

２．第１項の通報者は、その事実により人事上の不利益を被ることはなく、自分に関連する違 

  反を通報した場合は、その憤慨を考慮に入れることができる。 

３．当社は、本規範に違反した部門または従業員の有効性および重要性に応じて適切な制裁 

  措置を講じるものとする。 

 

 

附 則 

 

１． この規程は、2023年11月１日より施行する。 


